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幹事報告
幹事　石井和郎君

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

深沢真美さん（山本君のゲスト）

１月２７日　　遠藤修弘君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

 本日の例会は出席者が少ないです。

 いよいよ再来週はカンボジアの子供たちを支援するため

出発します。カンボジアの首都はプノンペンで、第二の都

市はシェリムアップです。私たちロータリークラブの世界奉

仕委員会事業は三島市出身の内田隆太君率いる「Share 

the Wind」と共にシェリムアップ　リェンポン村の子供たち

を支援します。

 現地リェンポン村は衛生環境が大変悪く、村の子供は大

人になる前に多くの友を亡くすそうです。又、大人も50歳に

なると皆、寺に出家するといいます。私たちも各自衛生面

を重要に考え、万全の態勢で出発しましょう。

①クラブパソコン、サポート切れの為新規購入します。

②米山記念奨学生世話クラブ及びカウンセラー引き受

けは、未来宣言に力を入れるべく見送ります。

入会記念日

石井（司）君、伊丹君、大村君、小林君、篠木君、杉山（順）君、

鈴木（俊）君、鈴木（真）君、髙村君、田中君、土屋君、仲原君、

中本君、矢岸君、渡邊君

(＊出席免除会員の欠席者　片野君）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２６/３４　　 　　　７６．４７%　　　　２８/３４　　 　　　８２．３５%

１９/３４　　 　　　５５．８８%　　　　　　　　  　　　　　３５名

 



「米国メキシコ国境の因縁」

今日の料理

卓話
宮澤正昭君：先週は欠席、今日は早退、山本さん卓話が

聞けなくてすみません。

山本良一君：本日は外部卓話として三島警察署生活安

全課深沢係長にお願いいたしました。青少年健全育成の

一環です。

加藤正幸君：長泉町商工会セミナー案内、２月１２日（水）

１９：００～県立大学岩崎邦彦先生によるセミナーです。消

費者を引き付けるには？マーケティングからの発想の話

です。昨年も好評に付き今年も開催、どうぞお越しくださ

い。

米山晴敏君：三島警察署生活安全課深沢係長の卓話を

楽しみにしていましたが、急な仕事が入り聞くことが出来

ず残念です。

山口（雅）君：年明けから死亡事故、その後関連会社社

員のコンプラ違反。家庭では母がインフルエンザで、感

染したら死を覚悟して介護。昨日は自分の事でMRIと、わ

くわくする年となりそうです。

スマイルボックス

　日ごろ、警察業務にご理解とご協力を賜り、感謝申し上げ

ます。

　少年非行は、少子化が進む中、全国的に減少していま

す。静岡県も１７年連続で減少していましたが、令和元年は

１１月末現在で、前年同期に比べて８８件、１２．６パーセント

増加しています。また、再非行率の高さや１４歳未満の低年

齢化層の比率の増加など、非行の悪質化・低年齢化の傾

向が見られます。

　最近の少年問題として、児童虐待被害や自画撮りポルノ

も高まっていますが、大人の意識や知識が追いついていな

いのが実情です。これらのトラブルの背景には、学力の低

さ、コミニュケーション能力の低さ等少年自身が抱える課題

が大きく影響しています。そのほか、DV等の夫婦不和や経

済的な貧困等その家庭が抱える課題、有害環境の放置や

地域コミュニティからの孤独等地域が抱える課題、教員の

指導力の低下や他機関との連携不足等の学校が抱える課

題等、様々あります。少年を取り巻く人たちにより、足りない

ものを補い合う「連携」体制が構築されれば、少年問題の

解消に近づくはずです。より良い「連携」のためには、それぞ

れの立場や特徴を知り、役割分担を図ることが必要です。

　そこで、少年サポートセンターは、県内６地区センターと４

つの分室で構成され、「少年警察補導員」が中心となって

少年相談や街頭補導、広報啓発活動等に従事していま

す。近年は、再非行や再被害防止に向けた指導や支援に

あわせ、少年の居場所作りのための、「スマイル・サークル・

プロジェクト」と名づけた体験活動の提供にも力を入れてい

ます。少年警察ボランティアや大学生ボランティア等の協

力を得て、学習支援や作品制作、地域奉仕活動など、対

象少年の年齢や課題に合わせた活動を提供しています。

　少年にとって、多くの人との関わりは自信を生み、行動の

安定をもたらすだけでなく、家族関係の改善にもつながりま

す。少年の非行被害防止や健全育成活動は、警察活動だ

けでできるものではありません。

　現在、三島警察署管内では、２６人の少年警察ボランティ

アが、地域の子供たちのため、街頭補導や学校立ち寄りを

はじめとする、様々な健全育成活動を推進しています。是

非皆様にも、地域の子供たちが健やかに成長するよう、ご

協力を願いいたします。

三島警察署　生活安全課
沼津地区少年サポートセンター三島分室責任者　深澤　真美さん

青少年健全育成について


